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財政指標

令和4年度に行われた主な事業

４つの財政指標

令和4年度決算で算出し
た財政指標は、❶、❷は
黒字、❸、❹は基準値を
下回っており、いずれも
「健全段階」にあります。

特別会計

※収入額には一般会計からの繰入金も含まれています
※各区分の金額は千円未満で四捨五入しているため、合計とは一致しない場合があります

（国民健康保険や市民医療センターなど特定の事業のための経費を、一般会計とは別に経理する会計のこと）

会　計 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険 110億 7, 8 3 1万 6千円 109億 4,034万 2千円 106億 2,945 万 5千円
市民医療センター  7億 2,865万 4千円  7億 4,7 15万0千円  6億 4,829 万 3千円
交通災害共済事業   789万 4千円   696万 2千円   550 万 5千円
海外留学奨学事業 1 ,44 1万 7千円   367万 7千円   353 万 9千円
火災共済事業   382万 2千円   2 19万 6千円   1 3 2 万 7千円
新曽第一土地区画整理事業  25億 6,340万 7千円  25億 6,001万 4千円  24億 1 ,506 万 0千円
介護保険  8 1億 2,833万 5千円  8 1億 5,156万 4千円  76億 9,9 19 万 6千円
新曽第二土地区画整理事業  5億 5,539万 8千円  5億 4,645万 7千円  3億 4,859 万 4千円
後期高齢者医療  14億 3,168万0千円  13億 3,988万0千円  13億 3,163 万 7千円
在宅介護支援事業  1億 1,288万0千円  1億 1 ,67 7万 7千円  1億   103 万 6千円
合計 246億 2,480万 3千円 244億 1,501万9千円 231億 8,364 万 2千円

戸田市の
財政指標

早期健全化基準
（戸田市）

❶実質赤字比率
普通会計に相当する一般会計および特別会計
の赤字の程度を示し、資金繰りの深刻度を示
す比率

―
（黒字） 11.74%

❷連結実質赤字比率 水道事業など、市の全ての会計の資金繰りの
深刻度を示す比率

―
（黒字） 16.74%

❸実質公債費比率
一般会計などが負担する借入金返済額を指標
化したもの。この比率が高いと各年度の財政
運営が厳しくなる

8.3% 25.0%

❹将来負担比率
市の借入金など、財政負担の残高を指標化し
たもの。この比率が高いほど、将来的な財政
負担が高くなる

19.8% 350.0%

河川課

教育総務課

デジタル戦略室

警防課

さくら川整備事業 庁内収納キャッシュレス化業務

消防車両の整備事業小学校の増改築・改修工事

2億6,295万3千円 771 万3千円

2,263 万円41億 5,541万 2千円

浸水被害の軽減を図るため、さ
くら川の護岸整備工事を実施し
ました。また、さくら川に架かる
19の橋梁について、河川断面へ
の影響を検討したほか、工事に伴
う設計業務や近接家屋などの地
盤変動影響調査を実施しました。

校舎の老朽化や児童数増加
による教室不足に対応する
ため、戸田第一小学校と新
曽小学校の増改築工事を
実施しているほか、市内3
つの小学校の外壁や設備の
改修工事を行いました。

市役所窓口での証明書交付手数料の支
払いにおける、キャッシュレス決済に対
応したレジスターや小型端末機を導入
しました。この導入は、窓口の利便性
向上につながり、接触機会の低減によ
る感染症対策にも役立ちました。

消防車両更新計画に基づき、予
防査察車の更新を行いました。
また、15m級はしご付き消防自
動車のオーバーホール修繕を実
施し、市民の暮らしを守るため消
防体制を強化しました。
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予算額
640億

3,084万円

令和5年
9月30日
現在

一般会計

TO
DA

市では、年2回、財政状況の公表を行っています。今回は、令和4年度決算および令和5年度上半期
の状況についてお知らせします。

限られた財源を各事業に有効に配分し、経費全般について削減を図りながら、
計画的・効率的な予算執行に努めました。

令和4年度
決算の状況

＊	市民一人当たりの歳出額は、令和4年度の決算額を、令和5年4月1日現在人口14万1,927人で
割った金額です。負担したお金（市税）と市からの公共サービスとの差額については、国・県
からの支出金収入やボートレース事業収益配分金などの税以外の収入が充てられています

（地方公共団体の基本的・全体的な経費を経理する会計のこと）

戸田市の財政事情

戸田市の財政案内人
「おさいふくん」

市税  47.2% 300億 5,160万 4千円

国庫支出金  2 1.3% 135億 9,432万 7千円

繰越金    6.5%  41億 4,524万 1 千円
地方消費税

交付金    5.4%  34億 5,256万 2千円

県支出金   5.3%  33億 9,029万 0千円
その他の

歳入   4.2%  26億 3,409万 6千円

繰入金    3.9%  25億    44万 3千円

諸収入    3. 1%  19億 7,824万 1 千円

市債    3. 1%  19億 7,100万 0千円

民生費 44.8% 264億 7,380万 8千円

教育費 15.4%  9 1億   638万 9千円

総務費 9.2%  54億 5,435万 2 千円

衛生費 8. 1%  48億    4 1万 6千円

土木費 7.2%  42億 5,868万 4千円

公債費 5.3%  31億 3,295万 9千円

諸支出金 5.3%  31億 6,073万 9千円

消防費 2.5 %  14億 5,729万 5千円
その他の
歳出 2.2%  1 3億 2,979万 5千円

問い合わせ　財政課（内線 415）

歳入（収入済額）

歳入

637億 1,780万4,779円
（前年度比 0.7％減）

収入率 99.5％（収入済額 ÷ 予算額）

歳出（支出済額）

歳出

591億 7,443万7,423円
（前年度比 1.4％減）

92.4％（支出済額 ÷ 予算額）執行率

市民一人当たりに換算すると…

令和４年度一般会計決算額を市民一人当たりに
換算した場合、次のようになります。 市民一人当たりの負担（市税）

21万 1,740円（昨年度 20万4,889円）

市民一人当たりの公共サービスにかかるお金

41万6,936円（昨年度 42万5,058円）

市民一人当たりの借金の残額

14万 9,855円（昨年度 16万2,341円）

令和5年4月1日現在　人口　14万 1,927人（昨年度14万1,206人）

各歳出の
内訳

民生費

生活保護扶助費  46億 5,010万0千円
高齢者福祉事業など  2 4億 3,859万 7千円
民間保育所事業  45億 8,435万 4千円
私立幼稚園助成事業  5億 4,308万 9千円
こども医療費支給事業  6億 7,0 14万 9千円

総務費
コミュニティバス運行事業  1億 3,088万 7千円
防犯対策事業 9,4 7 1万 8千円

土木費
道路・橋りょう整備事業  5億 6,266万0千円
河川整備  4億 6,052万0千円
公園整備・緑化対策  5億 9,625万 2千円

教育費
小・中学校費  5 8億 2,645万 1千円
学校給食事業  1 4億 3,030万 9千円

衛生費 ごみ・し尿処理事業  1 5億 7,990万 8千円
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12月1日から

キャッシュレス対応 手続きが拡大！1

公共施設 スポーツ施設 の予約システムがさらに便利に！2 ・

で行政サービスがもっと便利になりますDX
市では、日々進化しているDX（デジタル・トランスフォーメーション）を活用し、さまざまな場面で効率化を進めています。
その一環として、市民の皆さんがより便利に窓口サービスを利用できるよう、一部手続きにおけるキャッシュレス決済の対象
範囲を拡大しました。さらに、公共施設の予約システムもリニューアル。より使いやすく進化した新システムで、皆さんの公
共施設利用がさらにスムーズになります。今後もDXを活用した行政サービスの向上に取り組んでいきます。

問い合わせ　デジタル戦略室　229-3278

これまで住民票や税証明などの各種証明書発
行でキャッシュレス決済を利用できましたが、
さらに、粗大ごみ収集手数料や保育料、施設
使用料などもキャッシュレス決済対応となります。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

●	1つのシステムで の両方を予約可能（登録は要窓口申請）と公共施設 スポーツ施設
●	 に対応 ※ 2キャッシュレス決済
●	利用者登録機能で基本項目をあらかじめオンラインで入力することで、登録手続きが
簡素化（要窓口申請）

●	公共施設で利用時間1時間以上ならば30分単位での予約が可能（右表の※3を除く）

●	旧公共施設予約システム利用者は、パスワードが変更されます。新しいシステムには、
仮パスワード（利用者登録で登録した電話番号の下4桁）でログインしてください。

●	旧スポーツ施設予約システム利用者は、引き続きこれまでのパスワード（数字4桁）
でログインしてください。

●	新システムでは、安全性向上のため、ログイン後、速やかにパスワードの再設定を
お願いします（英数字記号8～16桁）。

※4	予約入金機のログインは、パスワード再設定後もこれまでのパスワード（数字4桁）をご利用ください

※ 1	 各施設で利用できるキャッシュレス決済の種類、手続きは各施設にお問い
合わせください

※ 2	 公共施設予約システム利用施設のうち、スポーツ施設はWEB決済となります

公共施設予約システムで予約可能な施設

キャッシュレス決済で
支払い可能な手続き 対応窓口

粗大ごみ収集手数料
犬の登録手数料
狂犬病予防注射済票交付手数料

環境課
戸田公園駅前出張所

一時預かり使用料 戸田公園駅前子育て広場内
一時預かり

保育園の延長保育料（緊急） 延長保育料（緊急）対応施設
学童保育室の一時保育料 市立小学校の学童保育室
施設使用料 公共施設予約システム利用施設※ 2

住民票
戸籍証明書
印鑑登録証明書

市民課
美笹支所
戸田公園駅前出張所
東部連絡所

固定資産税に関する証明書
固定資産税課
美笹支所
戸田公園駅前出張所

市民税、軽自動車税に関する
証明書

市民税課
美笹支所
戸田公園駅前出張所

納税に関する証明書
収納推進課
美笹支所
戸田公園駅前出張所

公
共
施
設

笹目コミュニティセンター（コンパル）
新曽南多世代交流館（さくらパル）
西部福祉センター（美笹公民館）
東部福祉センター（下戸田公民館）
新曽福祉センター（新曽公民館）
上戸田地域交流センター（あいパル）
心身障害者福祉センター ※ 3

児童センター　こどもの国
児童センター　プリムローズ

ス
ポ
ー
ツ
施
設

スポーツセンター
中町庭球場（中町テニスコート）
惣右衛門公園サッカー場・フットサル場
北部公園野球場
笹目公園野球場
新田公園野球場
彩湖・道満グリーンパーク

以前から予約システムを利用していた方へ

便利になったポイント

お
取
扱
い
ブ
ラ
ン
ド

ご利用可能
カード

電子マネー

QR

■ 電子マネー

お取り扱いブランド

■ QR

■ ご利用可能カード

■ 電子マネー

お取り扱いブランド

■ QR

■ ご利用可能カード

■ 電子マネー

お取り扱いブランド

■ QR

■ ご利用可能カード

■ 電子マネー

お取り扱いブランド

■ QR

■ ご利用可能カード

new!

new!

new!

new!

new!
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令和5年度上半期は、物価高騰の影響から市民の皆さんの暮らしを
守るため、さまざまな支援策を実施しました。また、社会保障関係経
費の自然増が依然として高い水準で推移していることなどにより、厳
しい財政状況となっています。このような状況下で、諸事業については、
国や県からの支出金収入や積立基金などの財源を活用するとともに、
引き続き経費の節減を図りながら効率的に実施するよう努めています。

歳入歳出執行状況
令和５年度上半期の状況

市債の現在高 主な基金の現在高

※	市民一人当たりの額は、市債残高を令和5年10月1日現在人口14万2,114人で
割った金額です

市債は、市民の皆さんが長期間使用する公共施設を整備するため、
一時的な財政負担とせず、長期にわたり借り入れる資金です。資金
を長期的に借り入れることで、世代間の財政負担の公平性を図り、
計画的な施設の整備を行うことが可能になります。

基金は、特定の目的のために資金を積み立てたり、定額の資金を運用したりす
るために設置されるもので、主な基金の残高は以下のとおりです。

◎財産を維持し、資金を積み立てるために設置された基金

◎定額の資金を運用するために設置された基金

市の財産

※令和5年9月30日現在

令和 4 年度 上下水道事業会計の決算 令和 4 年度 戸田市土地開発公社の決算
上下水道事業は、皆さんから支払われた水道料金および下水道使用料を
もとに、事業運営に必要な経費をまかなう「独立採算制」を原則に経営を
行っています。

問い合わせ　水安全部総務課　229-4606

市有地 126万 8,290.91㎡
建物  28万 2,475.89㎡

各種基金など 161億 4,292万6,684円

区分 予算現額 収入率 執行率
一般会計 628億 1,436 万 2千円 49. 8% 36 . 2%

特
別
会
計

国民健康保険 1 10億 2,354万 2千円 49 . 5% 46 . 1 %
市民医療センター 7億 5,884 万3千円 50 . 8% 36 . 6%
交通災害共済事業 499万 7 千円 99 . 1 % 8 . 0%
海外留学奨学事業 882万5千円 42 . 6% 38 . 9%
火災共済事業 265万 7 千円 73 . 0% 0 . 7 %
新曽第一土地区画整理事業 10億 4,487 万8千円 53 . 8% 28 . 0%
介護保険 90億   481万5千円 46 . 1 % 34 . 1 %
新曽第二土地区画整理事業 7億 8,808万 1 千円 50 . 6% 33 . 4%
後期高齢者医療 14億 8,356 万9千円 34 . 6% 29 . 9%
在宅介護支援事業 1億 1 ,091万 1 千円 62 . 2% 42 . 1 %
特別会計合計 242億 3 , 1 1 1 万8千円 47 . 6% 39 . 1 %

合計 870億 4,548 万0千円 49 . 2% 37 . 0%
※	収入率：収入済額÷予算額　執行率：支出済額÷予算額

（令和5年9月30日現在）

　 令和 5年度 9月末現在 市民一人当たり 
一般会計 201億 7,436万 1千円 14 万 1,959円
特
別
会
計

市民医療センター 7億   130万 6千円 4,935円
新曽第一、
第二土地区画整理事業 29億 5,556万 7千円 2万 797円

合計 238億 3,123万 4千円  16 万 7,691円

令和 5年 9月末現在 令和 5年 3月末現在
財政調整基金 43億 4,952万 8 千円 73億 9, 1 25万 1 千円
都市開発基金 1 1億 1 ,358万 1 千円 10億 7,9 25万 8 千円
公共施設等整備基金 55億 5,405万 8 千円 55億 5,405万 8 千円
環境対策基金 1億 5,143万 5 千円 1億 5,143万 5 千円

　 令和 5年 9月末現在 令和 5年 3月末現在
まちづくり土地開発基金 26 億 2,523万 0 千円 26 億 2,516万 7 千円

水道事業 下水道事業
1．営業収益（給水収益など） 22億 7 ,283万2千円 19億 1 ,979万 7千円
2．営業費用（事業運営費用） 22億5,384万 1千円 21億4,330万 9千円

A営業利益（1－2） 1 ,899万 1千円 △ 2億 2,351 万 2千円
3．営業外収益（長期前受金戻入など） 1億 2,422万6千円 4億8,635万 7千円
4．営業外費用（支払利息など） 5,404万5千円 1億8,554万 3千円

B経常利益（A＋3－4） 8,9 1 7万2千円 7 ,730万 2千円
5．特別利益 1万2千円 1万 1千円
6．特別損失 7万2千円 9万 4千円
当年度純利益（B＋5－6） 8,9 1 1万2千円 7 ,7 2 1万 9千円

損益計算書（令和4年4月 1日～令和5年3月31日）

損益計算書（令和4年4月 1日～令和5年3月31日）

貸借対照表（令和5年3月31日現在）

貸借対照表（令和5年3月31日現在）
資産の部 負債の部

1.流動資産 44億3,573万 2 千円 1.流動負債 19億 3,939万2 千円
（1）現金および預金  1億 1 ,276万0千円 （1）未払金 9万6千円
（2）公有用地 42億4,853万4千円 （2）短期借入金 19億 3,929万6千円
（3）未収金 7 ,443万8 千円 2.固定負債 23億 8,367万6千円
2.固定資産 21万 2 千円 （1）長期借入金 23億 8,367万6千円
（1）有形固定資産 15万 2 千円 負債合計 43億 2 ,306万8 千円

車両運搬具 10万9千円 資本の部
器具および備品    4万3 千円 1.資本金 500万0千円

（2）投資その他の資産  6万0千円 （1）基本財産 500万0千円
出資金  6万0千円 2.準備金 1億 787万6千円

（1）前期繰越準備金 1億 612万 7 千円
（2）当期純利益 1 74万9千円
資本合計 1億 1 , 287万6千円

資産合計 44億3,594万 4千円 負債および資本合計 44億 3,594万4千円

水
道
事
業

資産の部（構築物、現金預金など）
1．固定資産 167億 8,184万 2千円
2．流動資産  25　億 250万4千円

資産合計 192億 8,434万6千円

負債の部（企業債など）
1．固定負債 32億 7,245万3千円
2．流動負債  6億9,888万5千円
3．繰延収益 21億8,410万4千円
負債合計 61億5,544万 2千円
資本の部（自己資本金など）

1．資本金 106億 1 ,337万9千円
2．剰余金  25億 1 ,552万5千円
資本合計 131億2 ,890万4千円
負債・資本合計 192億8 ,434万6千円

下
水
道
事
業

資産の部（構築物、現金預金など）
1．固定資産 219億 6,529万4千円
2．流動資産  24億4,160万9千円

資産合計 244億  690万3千円

負債の部（企業債など）
1．固定負債  97　億 194万4千円
2．流動負債  20億 569万9千円
3．繰延収益  74億 1 ,390万4千円
負債合計 19 1億2, 154万 7千円
資本の部（自己資本金など）

1．資本金  42億3,231万 2千円
2．剰余金  10億5,304万4千円
資本合計  52億8,535万6千円
負債・資本合計 244億 690万3千円

問い合わせ　資産マネジメント推進室（内線443）

1. 事業収益 1 億5,955 万6千円
（ 1）公有地取得事業収益 1 億5,649 万 7千円
（2）附帯等事業収益 305 万9千円

2.事業原価 1 億5,649 万 7千円
（ 1）公有地取得事業原価 1 億5,649 万 7千円
（2）附帯等事業原価 0千円
事業総利益 305 万9千円
3.販売費および一般管理費 1 3 1 万3千円
事業利益 1 74 万6千円
4.事業外収益 88 万 1千円
（ 1）受取利息 2千円
（2）受取配当金 1千円
（3）雑収益 8 7 万8千円

5.事業外費用 8 7 万8千円
（ 1）支払利息 8 7 万8千円
経常利益 1 74 万9千円
6.特別損失 0千円
（ 1）固定資産売却損 0千円
当期純利益 1 74 万9千円
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